
 

提案された地域課題（論点整理） 

  

協議会の使命は、県単位であれ市町村単位であれ、「地域課題の検討・解決」にあります。特に相談支援専門部会

では、人材育成（県研修）や障害者計画の策定などを通して、相談支援体制の強化に取組んできました。しかし、ど

れだけ地域課題について検討できたのでしょうか。 

そこで本年度部会の開催にあたり、委員の皆さまに検討すべき課題を募ったところ、たくさんの課題が寄せられま

した。どれも日常業務の中から、感じ取っておられる課題です。内容的に重複や類似の視点のものを整理して、以下

の通りまとめました。どのテーマも簡単に結論が出せるものではありませんが、率直な議論に繋がることを期待して

います。なお、テーマの整理にあたっては、委員各位の意を十分に汲めていない点はご容赦下さい。 
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地 域 課 題 論 点 整 理 備 考 

相談機関の体系整理と検証 
（飯田委員、伊藤委員、舘山委員、

田中委員、佐藤委員） 

・様々な相談支援機関が存在するが、機能分担ができていないのではないか 
・相談のたらい回しが起こっている 
・基幹相談支援センター、委託相談支援事業所、中核地域生活支援センタ

ー、地域包括支援センター、発達障害者支援センターなどのネットワーク 
・総合相談体制への動き 
・基幹相談支援センターの設置促進と役割（再掲） 

 

県協議会と市町村協議会の課題

（伊藤委員、舘山委員） 
・形骸化しているとの指摘があるが、市町村協議会の現状と課題 
・県協議会と市町村協議会との連携をどのように強化するか 
・県委員が市町村協議会へ参加はできるのか 

・アドバイザー派遣 

基幹相談支援センターの設置促進

と機能 
（佐藤委員、舘山委員、伊藤委員、

田中委員） 

・県内の設置状況（機能を含む） 
・基幹相談支援センターをサポートする体制が必要ではないか 
・基幹相談支援センターのネットワークが必要ではないか 

・千葉県基幹相談支援

センター連絡会発足 
（令和４年４月） 

困難事例への対応 
（舘山委員、尾出委員） 

・相談支援専門部会の介入の可否 
・困難事例検討部会の設置はできないか 

 

災害時事業継続計画（BCP）の策定

（田中委員） 
・地域との連携の中でこそ有効な計画となるのではないか 
・基幹相談支援センターや中核地域生活支援センターの役割は何か 

 


